
●障害者雇用の現場がわかる、お仕事体験 
川崎市総務企画局総務事務センターワークステーション 

 
 
   
 
●JST COI-NEXT 川崎拠点（プロジェクトCHANGE） 

公益財団法人川崎市産業振興財団ナノ医療イノベーションセンター 
 
      

   https://change.kawasaki-net.ne.jp/ 
 
●OPEN CARE PROJECT（オープンケア・プロジェクト） 

経済産業省ヘルスケア産業課 
 
 
 
   

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/kaigo/opencareproject/index.html 
 
 
●産福共創（産福共創モデル創出事業） 

経済産業省ヘルスケア産業課 
 
 

 
   https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/kaigo/kaigo.html 
 
●オレンジイノベーション・プロジェクト 

経済産業省ヘルスケア産業課 
 
 
 

●プラスあんしん 
経済産業省製品安全課 

 
 
 
    https://www.meti.go.jp/product̲safety/ps-award/risksystem/ 

 
●令和７年度かわさき基準（KIS）認証福祉製品（２月中旬頃発表） 

 KIS 認証事業者 
 

●ウェルテックが支援に関わった新たな製品 
  各事業者 

    

●ワークステーションにおける障害者の働き方の紹介及びワークステーションで 
取り組んでいる業務を「お仕事体験」として体験できるブースを企画 

 ●ウェルテックで支援する障害者の働く場を対象とした製品サービスの実証にも協力 

●介護を「個人の課題」から「みんなの話題」へ 
●介護当事者や介護業務従事者、メディア、クリエイター、企業等、多様な 
 主体を横断して、介護に関する話題を議論し、課題解決に向けたアクション 
 を推進するプロジェクト 

●「地域の福祉課題の解決」と「民間事業としての収益性」の両立の実現へ 
●高齢者・介護関連サービス産業と地域高齢福祉関係者が連携・共創する 
 「産福共創」のサービスモデルを社会実装することを目指した実証事業 

●認知症の人が住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるよう、製品や 
 サービスの開発プロセスに当事者が「参画」し、企業と共に新しい価値を 
 生み出す「当事者参画型開発」の取組と連携し事業支援  

●高齢化が進む中で増えている「誤使用・不注意」による重大事故を防ぐため、 
 本質的な安全性に“プラス”して特定リスクへ配慮した製品をわかりやすく 
 示すことを目的とした表彰制度  

●「看護ニーズ × 工学の力」で革新的技術・サービスを創出し、社会実装まで 
見据えた産学官民の共創を推進 

●今年度認証した、新しい福祉製品等を展示 

●障害者の外出支援に役立つアイテムや、障害者スポーツの可能性を広げる支援機器等、 
 ウェルテックでの支援により開発した製品を展示 

https://change.kawasaki-net.ne.jp/
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/kaigo/opencareproject/index.html
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/kaigo/kaigo.html
https://www.meti.go.jp/product

